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論文内容の要旨
〔目的〕
循環器疾患の診断過程において，心音，心雑音は重要な情報の一つであるが，従来の心音図法ある
いはその計算機処理は，多くの場合，時系列的パターンを解析的または経験的方法によって意味づけ
ているのみで必ずしも全ての心音情報を効率よく利用しているとは云ぃ難い。
本研究では，心音，心雑音の音源探知あるいは伝播特性を解析すること，および従来聴診器を用い
て主観的に認識していた強度分布を計量的かっ客観的に表示することを目的として，胸壁面における
心音，心雑音の最強点，放散性および分布領域など心音エネルギーの等強度分布を新らたなパターン
情報として認識し，臨床診断に応用するとともに，基礎的な音響学的特性の解析に役立てるための方
式を開発せんとした。これには hard および 80ft ware の開発が必要で、あり 本論では胸壁面における
心音エネルギーの等強度線図を自動的に作図するためのプログラムおよび試作心音強度計について論
ずる。
〔方法ならびに成績〕
胸壁面における心音，心雑音の等強度分布図を一貫したプログラムにより，自動作図を行うための
システムは，大型計算機 (NEAC 2200/500) を中心に off line で処理される自動製図装置(ドラフタ
ー)および試作心音強度計から成る。
一方，上記の off line機器による図形表示とは別に， on-line 簡易端末装置を介してブラウン管に，
2 次元， 3 次元あるいは等強度帯として表示する方法も導入した。
被検者は健常成人 僧帽弁狭窄兼閉鎖不全症:6'よび心室中隔欠損症の患者で年令は20~30才である。
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各被検者の体格に応、 図-1
じ胸壁面の84(14X 6) 
ないし 98(14X 7 )の観
測点にわいて I 音， n 
音および心雑音の心音
強度を計測する。この
際，増幅利得は心音，
心雑音の最強点におい
てもスケールアウトし
ないことを確かめた上
で計測中一定のゲイン
を保つよう固定する。
また，胸壁面に加わる
圧も可及的一定となる
ようにマイクロホンを
支持固定する。
30 門 vso
次に，各観測点の間隔を 8分割し，マトリックスの細分割を行ったのち，等強度線図表示プログラ
ムにより，胸壁面にむける心音強度の等強度点を計算し， ドラフターを用いてその分布図を作製する。
この等強度線作図のプログラムは，等高線作図に当って，人間の頭脳が利用している比例配分的作図
法をコンビュータに応用したもので全く新しい原理を採用しており，上記表示装置を用いて作製した
各被検者の心音，心雑音の胸壁面分布図は，いずれも実際の聴診所見と A致し，心音，心雑音の最強
点や伝播方向などを直観的に識別できることが判明した(図 1 )0 本プログラムは FORTRANステップ
で約420，メモリーサイズは約120K 字である。また，用手的作図では， 6~8時間も要するのに対し，
コンビュータ作図では演算時間を含めても 5 分弱であった。
〔総括〕
コンビュータによる心音の自動診断はかなり多くの研究者によって開発されているが，心音，心雑
音の音源探知，伝播特性あるいは心音エネルギーの胸壁面分布など心音の音響学的特性の解析にゴン
ヒOユータが導入されたという報告はまだな~ )0 従来，心音図研究にむいてできるだけ多くの心音情報を
抽出することの意義は認識されており，胸壁面20~30カ所から記録した心音図について音響学的アプ
ローチがなされてはいた。このような研究を詳細にすすめてゆくために hard むよび 50ft ware の開発
をすすめた。問題点を要約すれば次の通りである。
1 )心音強度の胸壁面分布を自動的に作図するためのシステムを開発した。本システムは，大阪大
学大型計算機センター内の NEAC 2200/500 を中心に off line で処理される自動製図装置と TSS に
より on line処理が可能な CRT 表示装置 および試作開発した心音強度計から成る。
2 )加速度形マイクで記録した心音波形を包絡線検波の後，アナログ的に積分， 2 乗して心音強度
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とする心音強度計を試作開発した。
3 )コンビュータの on line 機能の利点を十分に活用し，かっ心音，心雑音の強度分布をモニターす
るための装置として， TSS と CRT 表示を導入した。
4 ) ドラフターを用いて，心音，心雑音の等強度線図を自動作図するためのプログラムを開発し，
その詳細を報告した。これは，キャラクター表示の応用にすぎない従来の等高線表示のサブルーチン
プログラムと発想において全く異なるものであり，広く画像処理に寄与するところ大と考えられる。
5 )これらの表示装置を用いて作製した心音，心雑音の等強度線図は，いずれも実際の聴診所見と
もよく一致し，心音，心雑音の最強点や伝播方向などを直観的に識別できることが判明したが，今後，
多数の症例について検討をすすめることにより，さらに有用性の確立をすすめたい。
論文の審査結果の要旨
心音計は心音，心雑音の客観的観測法として心音情報の解析に不可欠で、あるが，従来の心音図法や
その計算機処理方式は，時系列情報を対象とするもので空間的情報の解析手段としては無力に等しい O
本研究では心音エネルギーの胸壁面における強度分布を計量的かっ客観的に観測し，心音，心雑音の
最強点，放散性，分布領域の決定，あるいは音源探知，伝播特性の解析などに利用しうるシステムの
開発を円標とした。本システムは大型計算機 (NEAC 2200 / 500) を中心に，オフライン処理の自動製図
装置，オンライン処理可能の CRT 表示装置および新たに試作した心音強度計から構成される。図形
表示には人間の頭脳による等高線作図を論理化し，比例配分的作図法をコンビュータに応用した等強
度線作図プログラムを開発した。このシステムで得られる心音，心雑音の胸壁面分布図は，いずれも
実際の聴診所見とよく」致し，心音，心雑音の最強点や伝播方向などが客観的に識別でき，心音の診
断的価値の向上，音響学的特性の解析，あるいは医学教育への応用などさまざまの水準向上の可能性
を聞いた点で高く評価される。
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